ベンゴシ ノ タンジョウ ト ソノ ハイケイ メイジ ジダイ チュウキ ノ ジユウミンケン サイバン ト メンキョ ダイリニン by 谷 正之 et al.
松 山 大 学 論 集
第 ２２ 巻 第 １ 号 抜 刷












































































































































































































あやのあたいこま とよ み け かしき や ひ めの
漢 直 駒を使って崇峻天皇を暗殺し，馬子の姪に当たる豊御食 炊 屋比売









す しゅん ぎょ う あっ ほしい
我朝三十三代崇峻帝８）の御宇に当てや，蘇我馬子擅まゝに政権を握り，王室の尊栄
を保つに非らす。唯一己れ一種族の栄利を謀らんと欲するにあるのみ。而して其甚し












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































被告人 河 野 廣 中
三十四年三月
同県同国同郡同町平民
被告人 田母野 秀 顕
三十四年三月
同県同国標葉郡高瀬村士族
被告人 愛 沢 寧 堅
三十四年三月
同県岩代国安達郡二本松町士族
被告人 平 島 松 尾
二十八年十一月
東京府深川区深川伊勢崎町士族
被告人 花 香 恭次郎
二十七年二月
福島県岩代国安達郡二本松町士族












































































































































































































































































































































































































































































てん ぷ かん ご か ほう
して政府を置くの趣旨は，人民天賦の自由と幸福とを扞護するにあり，決して苛法を
あつぎゃく しかりしこうして
設け圧逆を施こすべきものにあらざるなり。 然 而 今日吾国の形勢を観察すれば，
かんしんせいへい べつじょ
外は条約未だ改まらず，内は国会未だ開けず，為に奸臣政柄を弄し，上聖天子を蔑如








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４４０ 松山大学論集 第２２巻 第１号
野島幾太郎著『加波山事件』宮川書店（１９００）
野島幾太郎著林基・遠藤鎮雄（編）『加波山事件』平凡社（１９６６）
長谷川昇『博徒と自由民権・名古屋事件始末』中公新書（１９７７）
服部之總『服部之總全集１１自由民権』福村出版（１９７４）
英晴次郎（編）『代言人評判記』出版英晴次郎（１８８６），日本法曹界人物事典（代言人時代）
ゆまに書房（１９９６）
原口令成（編）『高名代言人列傳』出版原口令成（１８８６），日本法曹界人物事典（代言人時代）
ゆまに書房（１９９６）
平野義太郎『大井憲太郎』吉川弘文館（１９６５）
広瀬順皓（監修・編集）『政治談話速記録第７巻』ゆまに書房（１９９９）
福島県『福島県史第十一巻（資料編六）近代資料一』臨川書店（１９６４）
福島県弁護士会会史編集委員会（編）『福島県弁護士会百周年記念誌』福島県弁護士会（１９９３）
平沼騏一郎回顧録編纂委員会（編）『平沼騏一郎回顧録』学陽書房（１９５５）
ボアソナード『刑法草案註解（上下巻）』司法省（１８８６）
町田岩次郎（編）『東京代言人列傳』漸進堂（１８８１），日本法曹界人物事典（代言人時代）ゆ
まに書房（１９９６）
三宅雪嶺『同時代史第二巻』岩波書店（１９５０）
吉野作造（編）『明治文化全集第二巻』日本評論社（１９２９）
我妻栄・林茂・辻清明・団藤重光（編）『日本政治裁判史録明治・後』第一法規（１９６９）
弁護士の誕生とその背景 ４４１
